
１．はじめにミノ式 MIDIシーケンサで「バックビート」を表現しよう 

 

 

 

１拍 ２拍 ３拍 ４拍 

表 裏 表 裏 表 裏 表 裏 

高音部  

ト音記号部五線 

低音部  

ヘ音記号部五線 

凝縮表示から４倍選

択 

16 トラック(ﾊﾟｰﾄ 10 はﾘｽﾞﾑｾｸｼｮﾝ)

に 15 音色を入力可能… 

音の強弱、スラー記号などは表現

できない…ようである 

 

１小節 

４小節 

 

ツールバーから全体表示…

にすると見やすいようであ

る 

 

初期画面は 1 小節（４／４） 

四分音符４泊 …注１ 

注１ 例：10 秒コンテンツ作成の場合 

 

テンポ ♩=60 は 1 分間(60sec)に 60 拍即

ち 1 拍/sec…10 秒コンテンツ作成に必要

な音数は 10 拍…2 小節＋2 拍である 

♩=120 なら 10 秒を満たすのは 20 拍…5

小節 

 

動画・ｱﾆﾒｰｼｮﾝ作成時 12fps で 10 秒コン

テンツ作成するのに必要なフレーム数は

120 である 

 

PBL にてコンペ向け作品制作を行う際に

は、全体をまとめる絵コンテから、個々の

役割で必要な素材の必要条件を物理的に

把握しないとね… 

 



 

 

 

 

曲の基本リズムをつ

くる（動画の BGM な

ら１～２小節パター

ンでよい） 

曲の基本リズムを必

要な小節分コピー 

４ﾋﾞｰﾄ例 ８ﾋﾞｰﾄ例 16 ﾋﾞｰﾄ例 ８ﾋﾞｰﾄ例 

 

テンポと曲の調を指定 

＃３なら自動で C,F,G

音が半音上がり赤印 

♭１なら自動で B 音が

半音下がり青印 



3 連とシャッフル 

 

 

その他のリズム例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３連ﾋﾞｰﾄ

例 

ｼｬｯﾌﾙﾋﾞｰﾄ

例 

 

日本人の琴線に触れる気もする

が…昭和歌謡曲、＊＊音頭 



実習１A 下の譜面で打ち込み開始 調♭２ 

 

 

 

A 

A 

 

上の４小節（譜面 A）を任意のトラックで「上の五線譜」に打込み音色を与えます。 

 

ﾊﾟｰﾄ 10 で基本ﾘｽﾞﾑ 1 小節作成 → 4 小節へ C＆P → 4 小節分の 2 ﾊﾟｰﾄを入力 → 4 小節全パートを

C&P → 8 小節 

 

下の４小節（譜面 B）を任意のトラックで「下の五線譜」に打込み音色を与えます。 

B 



 

 

B 

Dr 



 

 

MIDI 出力  

MIDI 保存 



実習１B 下の譜面で打ち込み開始 調♭２ 

 

 

実習１C 下の譜面で打ち込み開始 調＃１ 

 

 

以上「ミノ式」による打ち込み終了！   

 

2．「Timidi95」で PC録音  

設定クリック  

 

 

次 

  次 

A 

B 

 

シャッフルは３連の「２番目を抜く」感じ 

「ｶﾞｯｶﾞ、ｶﾞｯｶﾞ、ｶﾞｯｶﾞ…」 



出力で RIFFWAVE ファイルを選択 

 

ファイル名を設定 

 

最後に Audacity でマルチトラック編集…詳細は実習にて 

ここから保存先を設定 

次 

 

注意点は出力

ファイル名に

必ず.wav をつ

けることぐら

いです 



 

 

音符の種類 

 

 

 

 

横軸は時間です。ツールバーの⊕で拡大、⊖で縮小 

タイムシフト 

各トラックのイン・アウトのタイミング調整 

選択ツール 

各トラックの音声に対する様々な加工・調整を実行 

取り込む音の拡張子は

wav. mp3 が無難なようです。 

むろんマイク録音も可能 

上から 

全音符 

２分音符 

４分音符 

８分音符 

16 分音符 

上から 

全休符 

２分休符 

４分休符 

８分休符 

16 分休符 


